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１ はじめに 

 

 平成11年３月に山形県が鶴岡市とともに学校法人慶應義塾と締結した協定を踏まえ、平成13年

４月、鶴岡市に慶應義塾大学先端生命科学研究所（以下「研究所」という。）が開設され、世界を

リードする研究の推進、そして世界に通用する人材の育成が図られることとなった。また、山形

県と鶴岡市は、研究所を軸にした知的集積を促進し、これを基盤とする地域における産業創造に

向けた展開を確実にするため、平成13年度からの第１期５年間、平成18年度からの第２期５年間、

平成23年度からの第３期３年間、平成26年度からの第４期５年間、そして令和元年度からの第５

期として、各協定書に基づいて研究所における研究教育活動を支援している。 

第５期では、研究所の研究成果の地域内での活用により地域産業の振興を加速させる期間と位

置づけ、協定書において、県内試験研究機関・企業等との実用化を見据えた医療・農業・食品・

環境等の分野での共同研究等、地域産業の振興に向けた産学官の連携事業を推進するとともに、

地域の人材育成や国際交流等を通した地域との連携・交流の拡大に重点を置いて取り組むことと

された。 

令和３年度が平成31年度に締結された協定書に基づく慶應義塾大学先端生命科学研究所「第５

期支援期間」の中間年次であることから、当評価会議では、研究所から提出された報告書等に基

づき研究成果等についての検証及び評価（以下「第５期中間評価」という。）を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  がんメタボロミクス研究室の取組 

・平成29年４月、国立がん研究センター、慶應義塾、山形県及び鶴岡市による連携協定を締結し、連携      

研究拠点「がんメタボロミクス研究室」が開所 

・メタボローム解析技術を活用したがん研究を国立がん研究センターと研究所が連携して実施 

４ サイエンスパークの整備と街づくり等への取組 

・平成11年度以降、研究所バイオラボ棟をはじめ、鶴岡市先端研究産業支援センター（レンタルラボ）及

びベンチャー企業の社屋の整備が進展 

・平成26年８月、ＹＡＭＡＧＡＴＡ ＤＥＳＩＧＮ株式会社が設立。同パーク内の研究者や国内外からの

来訪者、地域住民等の交流拡大を図る施設として、宿泊滞在複合施設（ショウナイホテル スイデンテ

ラス）及び児童教育施設（キッズドーム ソライ）が開業 

・令和３年４月、研究所の冨田所長を代表理事とする、パーク内の入居団体間の交流やサイエンスパーク

のブランディング等を目的とした、一般社団法人鶴岡サイエンスパークが設立 

・（一社）鶴岡サイエンスパークが中核となり、令和３年６月、内閣府の地域バイオコミュニティとして

「鶴岡バイオコミュニティ」が認定 

≪研究所の概要≫ 

◆  設立月日  平成１３年４月１日 （※主な経過をP15以降に記載） 

◆ 代 表 者    所長    冨 田    勝  教授 （慶應義塾大学 環境情報学部） 

◆  スタッフ    １５０名  （令和３年11月現在） 

《内訳》研究スタッフ 57名、技術スタッフ 57名、事務スタッフ 36名 

◆  主な活動内容 

① 世界最先端の生命科学に関する研究活動 

・メタボローム解析技術※1などの基盤技術をもとに、生命科学における先導的な研究を実施 

・健康・医療分野、農業・食品分野、環境・新素材分野などにおける応用研究を実施 

② 高校生を対象にした研究教育プログラムによる人材育成 

・研究助手※2・特別研究生※3としての地元高校生の受入れなど、先端研究を体験・体感する

機会の提供 

・「高校生バイオサミット※4」の開催など、生命科学研究を志す全国の高校生の交流と研究    

活動を通した次代を担う人材の育成 

③ 地域に向けての医療・健康に関する情報発信などによる地域貢献 

・地元密着で健康問題に取り組む「鶴岡コホート・プロジェクト※5」の推進 

・健康に関する情報ステーション「からだ館※6」による情報提供やセミナー開催など、健康・

病気予防に関する地域への情報発信 

慶應義塾大学先端生命科学研究所の活動内容、並びに同研究所の研究成果の地域への波及等の状況（第５期中間） 

≪県及び鶴岡市による支援≫ 

１  研究所の研究教育活動に対する支援 

・研究所の開設以来、県と鶴岡市が、研究所の研究教育活動に対する支援を実施 

・第５期においては、年間７億円（県・鶴岡市とも3.5億円）を研究所の活動に対し支援 

２ 鶴岡市先端研究産業支援センター（ＴＭｅＣ） 

・鶴岡市が、研究所バイオラボ棟の隣接地に貸研究室棟を建設し、平成17年度に供用開始 

・その後、段階的に増築等を行ってきており、現在は貸研究室（62室）のほか、会議室やレク

チャーホール等の共用施設を備える研究拠点施設となる 

・貸研究室には、現在、高等教育機関、研究機関、ベンチャー企業、県内外の企業等（14団体）

が入居、満室状態となっている。鶴岡市は、市内の廃校を改修し、別棟として平成31年度に

供用開始。令和４年度に新たに20室からなる新棟が完成（予定） 

３ バイオクラスター形成促進事業 

・県は、平成23年度に「山形県バイオクラスター形成推進会議」（会長：山形県知事）を設立し、

県内の産学官金の連携によりバイオ関連産業の集積に取り組む体制を構築 

・さらに、産学連携推進コーディネータ（３名）の配置による研究所と県内企業等とのマッチ

ングや、研究所との共同研究に取り組む県内企業に対する支援等を実施し、県内企業等によ

る研究所の研究成果の活用を促進 

４ がんメタボロミクス研究室における研究の推進 

・県及び鶴岡市は、がんのメタボローム研究の推進と研究成果の活用による地域活性化を図る

ため、「がんメタボロミクス研究室」の研究体制の整備と研究活動に対する支援を実施 

※4 全国の高校生を対象として、生命科学の自由研究の発表とバイオサイエンスの未来像についてディスカッションを行うプログラム。優
秀な発表には表彰が行われる。 

※5 鶴岡市民約１万人の協力を得て、健康状態を長期間調査する「鶴岡みらい健康調査」によるコホート研究を実施するプロジェクト。研究で得
られた知見・成果を健康社会実現のための環境づくりに活用し、地域の健康づくり活動を通じて市民にも還元する計画である。「コホート研究」
とは、ある要因（喫煙・飲酒習慣等）を持つ集団を長期間観察し、その要因の有無が病気の発生や予防に関係しているか調査する研究手法。 

※6 市民が誰でも利用できる健康に関する総合的な情報ステーション。致道ライブラリー内に設置。 

≪研究所の活動成果の地域への波及≫ 

１  研究所発バイオベンチャー企業の設立 

・研究所の研究成果等を基に、これまで７社のバイオベンチャー企業が設立 

ヒューマン・メタボローム・ 
テクノロジーズ株式会社 
【従業員 77名(令和３年６月現在)】 

設立：平成15年７月 
事業内容：先端研究開発支援事業、ヘルスケア・ソリューション事業 

Ｓｐｉｂｅｒ株式会社 
【従業員 238名(令和３年６月現在)】 

設立：平成19年９月 
事業内容：構造タンパク質をベースとした新素材・新材料の研究開発 

株式会社 サリバテック 
【従業員 21名(令和３年４月現在)】 

設立：平成25年12月 
事業内容：唾液による疾患リスク検査事業、新規リスク検査法の研究開発 

株式会社 メタジェン 
【従業員 19名(令和３年６月現在)】 

設立：平成27年３月 
事業内容：腸内環境評価によるヘルスケアサービスの創出 

株式会社 メトセラ 
【従業員 25名(令和３年６月現在)】 

設立：平成28年３月 
事業内容：心不全向けの再生医療等製品の研究開発 

株式会社 ＭＯＬＣＵＲＥ 
【従業員 17名(令和３年６月現在)】 

設立：平成25年５月（平成29年７月より研究所発ベンチャー企業） 
事業内容：人工知能(AI)・ロボティクス・進化分子工学を活用した製薬企

業との共同創薬パイプライン開発 

インセムズテクノロジーズ 
株式会社 
【従業員 ０名(令和３年７月現在)】 

設立：令和３年７月 
事業内容：既存のメタボローム解析機器の性能向上を図る装置の製造・販 

売 

２  県内企業等との共同研究の実施 

・県内の企業・団体等が、研究所との共同研究、並びに研究成果を活用した商品開発等を実施 

年  度 令和１ 令和２ 令和３ 

県内企業等との共同研究件数 24件 19件 23件(10月現在) 
 

※1 生体に含まれる様々な代謝物質を網羅的に測定する技術。 

※2 研究所に隣接する山形県立鶴岡中央高校の生徒を「研究助手」として任用し、研究活動を体験することで科学への興味を助
長し、未来の科学者の育成へと繋げることを目的にした取組。 

※3 将来、研究者になりたいといった大きな夢を持った地元の高校生・鶴岡高専生を全面的に支援するため、「特別研究生」とし
て受け入れ、研究所の研究スタッフのアドバイスを受けながら自分で設定したテーマの研究を行ってもらう取組。 

波 
  

 

及 

支 
  

 

援 

支    援 
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２ 第５期中間評価の実施概要 

（１）評価会議委員（委員は50音順） 

会 長  平山 雅之   山形県副知事 

副会長  山口  朗   鶴岡市副市長（～令和３年11月８日） 

阿部 真一   鶴岡市副市長（令和３年11月11日～） 

委 員  赤池 敏宏   東京工業大学 名誉教授 

釘宮 理恵   株式会社ちとせ研究所 代表取締役 

菅野 純夫   千葉大学未来医療教育研究機構 特任教授 

成澤 郁夫   山形県科学・技術力アドバイザー 

 

（２）第５期中間評価の実施経過 

   令和３年９月15日～11月15日  書面評価 

令和３年10月20日       第１回評価会議の開催 

   令和３年12月23日       第２回評価会議の開催 

  

（３）第５期中間評価の項目及び視点 

    14ページ参照 

  



4 

３ 第５期中間評価の評価結果 

（１）評価項目別の評価結果 

 ① 研究の進捗状況：各分野において着実に研究が進捗し、非常に大きな進展がみられる 

    （第５期の主な活動実績） 

学会発表数（H31.4～R3.6） 公表論文数（H31.4～R3.6） 

３５６件 ２４１件 

 

研究所では、継続的に基礎から応用までの特色あるユニークな研究活動が積極的に展開され、

研究成果の学会発表や論文掲載も多く、共同研究も活発に行われた結果、各分野の研究につい

て着実に成果を挙げて進んでいる。これらの研究成果を受けて、バイオベンチャー企業群が創

出され、今日まで発展しつつあることは十分に評価できる。 

Ⅰ 健康・医療 

（第５期の主な活動実績） 

≪研究所の実績≫ 

・自己採取可能な検体（唾液・尿・便）からがんなどの様々な疾病を診断するバイオマーカ

ーの探索とその実用化に向けた研究開発が進展している。 

・がん患者の唾液中ポリアミン※
1を測定し、約１分で高精度にがんを判別することが可能に

なり、唾液によるがんマーカー測定技術の開発で大きく前進した。 

・抗がん剤治療に関して、薬剤投与前に効果が予測できるようなバイオマーカーの実臨床に

おける有用性について、国内大学病院やアメリカの研究機関との共同研究を実施している。 

・鶴岡市民１万人以上の健康状態を長期に渡って調査し、予防と健康づくりに役立てる鶴岡

コホート・プロジェクト※
2における「鶴岡みらい健康調査」は、平成３０年度から令和２

年度まで第２回包括調査を実施した。第２回包括調査では、高齢者のフレイル※
3評価、女

性健康評価、電気加熱式たばこの健康影響評価を追加で実施した。 

                         
※1 細胞の成長や増殖をはじめ、細胞の生命活動に関与している物質。 

※2 鶴岡市民約１万人の協力を得て、健康状態を長期間調査する「鶴岡みらい健康調査」によるコホート研究を実施するプロジェクト。

研究で得られた知見・成果を健康社会実現のための環境づくりに活用し、地域の健康づくり活動を通じて市民にも還元する計画で

ある。「コホート研究」とは、ある要因（喫煙・飲酒習慣等）を持つ集団を長期間観察し、その要因の有無が病気の発生や予防に

関係しているか調査する研究手法。  

※3 種々のストレスに対し脆弱な状態。 
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メタボローム解析※
4を活用したバイオマーカーの探索・実用化を目指す研究が進展し、唾液

によるがんマーカー測定の技術が確立されたり、がんなどの様々な疾患について多くの知見が

得られたりするなど、成果が挙がっている。バイオマーカーの探索・実用化研究、代謝特性の

解析から創薬、免疫療法の開発研究の進展により、健康管理やがんの治療法開発への有用性が

期待できる。また、鶴岡市を基盤に健康調査を進めながら、地域密着で健康問題に取り組んで

いる「鶴岡コホート・プロジェクト」について、ここで得られたコホートデータが他の大規模

コホートとの連携を通じて相互利用され、日本全体・グローバルでの健康・医療研究に活用さ

れている点が高く評価できる。 

 

Ⅱ 農業・食品 

（第５期の主な活動実績） 

≪研究所の実績≫ 

・だだちゃ豆の更なるブランド化と安定的な高品質化に向けて、栽培時期や栽培条件だけで

はなく、栽培期間（収穫時期）による構成成分の変化をメタボローム解析により分析比較

し、栽培期間（収穫時期）により構成成分に特徴や変化が現れることを明らかにし、営農

指導の基礎情報とした。 

・生育時期ごとに収穫したデラウェアをメタボローム解析し、構成成分を分析比較した結果、

生育と果汁の特徴の把握を確認できた。これらを生食やワイン用のデラウェアの収穫時期

の参考情報としている。 

・上記の他、庄内柿、鶏卵、生ハム、海藻など、様々な農産物・食品についてメタボローム

解析を行い、機能成分の分析や栽培条件の最適化、保管・加工技術の向上、新商品開発に

応用した。 

 

第４期までの研究よりも対象産品の範囲を広げ、山形県の様々な農産物や食品のメタボロー

ム解析を継続的に実施し、生育時期ごとの解析データの取得等も積極的に進められている。こ

の結果、収穫時期や加工条件等による相違の検出に繋がっており、地域の農業や産業にとって

有用な成果となっていることが高く評価でき、長期的に地域貢献につながる可能性、ひいては

日本の農林水産業の科学化、レベルアップの進展が期待できる。 

                         

※4 生体に含まれる様々な代謝物質を網羅的に測定する技術。 
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今後、当研究で得られた解析データを農業生産者の収入増に繋げるための取組に期待したい。 

 

Ⅲ 環境・新素材 

（第５期の主な活動実績） 

 ≪研究所の実績≫ 

・新型コロナウイルス等のＲＮＡウイルスを調査するため、日本国内の各都市の人工環境か

ら微生物群集のサンプルを採取し調査する国際コンソーシアム研究を実施し、一定の成果

を得た。 

・新たな高機能構造タンパク質素材の発見・利用・設計のため、人工クモ糸の強靭性の向上

につながる低分子タンパク質を発見した。 

・第４期から開始した、宇宙における生命の起源・進化・可能性、人類の宇宙進出を主なテ

ーマとする「アストロバイオロジー（宇宙生物学）」の研究を推進し、人類の宇宙進出にお

ける健康リスクとなる骨委縮メカニズムの解明に向けて研究が進展するなど一定の成果

を得た。 

 

新素材探査やアストロバイオロジー（宇宙生物学）など世界でも研究者が多いとは言えない

先端性の高い分野の研究を行っており、環境微生物や高機能タンパク質について特色あるデー

タベースの拡充が進められている。天然のクモから人工クモ糸の強靭性の向上につながる低分

子タンパク質を発見するなど、合成クモ糸の品質改良につながる一定の成果も挙げており、高

く評価できる。 

なお、素材開発に関しては、今後産業有用性を追求し、将来的に特許ライセンス等の収益基

盤となる成果が得られることを期待したい。 

 

  Ⅳ 基盤技術開発 

   （第５期の主な活動実績） 

    ≪研究所の実績≫ 

    ・メタボローム解析の感度を高める装置の開発を地元企業と共同で実施し、従来のメタボロ

ーム解析の約100倍の高感度化を達成した。 
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・ゲノム解析技術において、ハイブリッドアセンブリー法を開発し、クモ糸遺伝子のような

長いリピートを含む配列の読み取りが可能となった。 

・疾患のバイオマーカーとして利用されているものの、種類が膨大で、既存の方法で一斉分

析が困難であった生体内ジペプチド※
5について、一斉分析する方法を開発した。 

 

研究所の基盤・コア技術となるメタボローム解析技術の高度化が継続的に進められている。

メタボローム解析の高感度化については、地元企業と共同で研究、装置を開発し、大量データ

解析が可能となったことは、今後の研究全体の進展をより一層促進する成果となっている。 

 

 ② 産学官連携・産業振興：研究所発ベンチャー企業の事業化への継続的な支援、県内企業との

共同研究等による企業の製品化や事業内容の高度化に、大きな貢献

がなされている 

    （第５期の主な活動実績） 

    ≪研究所の実績≫ 

     ・研究所の研究成果等を基に起業した研究所発バイオベンチャー企業と共同研究等を継続

しており、技術基盤の強化等を図ることによる事業化（実用化や製品化）に向けた取組

の支援を継続的に行っている。 

    ・メタボローム解析技術等を活用して、県内外の企業等と広く共同研究が行われている。 

≪研究所の研究成果等に伴う実績≫ 

○ 事業化 

    ・第５期においては、研究所発バイオベンチャー企業として、インセムズテクノロジーズ

(株)が新たに立ち上がった。それ以前に設立したヒューマン・メタボローム・テクノロ

ジーズ(株)、Ｓｐｉｂｅｒ(株)、(株)サリバテック、(株)メタジェン、(株)メトセラ、

(株)ＭＯＬＣＵＲＥと合わせて７社となっている。 

① ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ(株)：平成15年７月設立          

先端研究開発支援事業（旧メタボロミクス事業）では、受託解析の増加により売上高

が堅調に推移し、海外ではアメリカの販売子会社を中心に業績を拡大している。また、

ヘルスケア・ソリューション事業（旧バイオマーカー事業）では、うつ病バイオマーカ

                         
※5 ２つのアミノ酸が１つのペプチド結合で結合した分子。 
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ーの共同開発や測定メソッドの開発などを効率的に継続している。 

② Ｓｐｉｂｅｒ(株)：平成19年９月設立                        

同社が開発する「Brewed Protein™」が持続可能な循環型社会の実現に貢献できる素材

として世界中からの注目を集めている。国内外の企業からの第三者割当増資、事業価値

証券化による多額の資金調達を行い、タイ及びアメリカでの量産体制構築を進めている。 

③ (株)サリバテック：平成25年12月設立                        

唾液を利用したがんのリスク検査サービスが一部の医療機関での試行を皮切りに、全

国約 1,300の医療機関（歯科を含む）で取扱いが進んでいる。さらに、大手保険会社と

の提携の中で、企業団体や健保組合での取扱いが拡大し、自宅で検査・結果通知するサ

ービスを開始している。 

④ (株)メタジェン：平成27年３月設立                           

腸内環境の解析に基づく新たな健康評価、健康維持・疾患予防法の開発・提案を行っ

ており、その対象を企業から個人への普及を見据え、データを蓄積している。直近の決

算（R3）において増収を達成した。 

⑤ (株)メトセラ：平成28年３月設立                          

重症心不全患者向けの新たな治療法の研究開発を進めている。臨床試験開始に至り、

数年後に再生医療等製品の承認申請を目指している。 

⑥ (株)ＭＯＬＣＵＲＥ：平成25年５月設立                       

人工知能（ＡＩ）・ロボティクス・進化分子工学を活用した製薬企業との共同創薬パ

イプライン開発事業拡大に向けた研究開発とマーケティングを進めている。 

⑦ インセムズテクノロジーズ(株)：令和３年７月設立                  

県内企業との共同によりメタボローム解析技術の感度を向上させるシステムを開発し、

特許を取得した。今後、この技術を元にした機器の製造・販売事業を展開する。 

 

○ 県内企業等との共同研究 

・県内企業とは、第５期において主に農業や食品等の分野で 30社と共同研究が行われ、製

品化や事業の高度化につながっている事例がある。 
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・農業分野においては、県内農産物を対象とした食品製造・加工産業の高度化に貢献して

いる。医療分野においては、がん細胞に対する高感度分析手法オンコメタボライト※
6解

析やＡＩ技術を用いた抗体創薬研究など医療・健康へのサポートやサービスを目指した

研究を実施している。 

・研究所が独自に産官学連携コーディネーターを配置し、県内企業等のニーズや課題の調

査、研究所との共同研究を推進するマッチング活動など各種支援活動が展開されている

（コーディネーターが対応する県内外企業数は約 50社/年）。 

 

研究所がこれまでに７社もの研究所発バイオベンチャー企業を生み出し、共同研究等を通じ

て各バイオベンチャー企業の支援に継続して取り組み、事業拡大に貢献していることは、山形

県の産業振興に寄与し、注目すべき成果と言える。 

産学連携については、企業単独で行うことが難しい長期的視点での基盤研究のために、研究

所の研究資源が継続して活用されていることがうかがえる。研究所のメタボローム解析技術を

活用するテーマを県内全域の企業や生産者等から広く募集し、研究所で県の公設試験研究機関

と連携しながら共同研究を実施していることを評価する。また、研究所が独自に配置したコー

ディネーターによるマッチング活動等により、県内企業からの個別相談対応件数が増加し、県

内企業等との共同研究を継続的に実施できていることを評価したい。 

なお、県内企業等と研究所との間のバイオテクノロジーに対する期待値の隔たりがあるとい

う点については、それを埋めていくために、引き続き、地道なコミュニケーションや成功事例

の蓄積に努力をして、地域にバイオテクノロジーの活用を根付かせてほしい。 

さらに、企業等との共同研究では、研究成果の適切な発表機会の提供や、特許出願等を通じ

て研究者の実績がしっかりと積み上げられるようにすること、また、複数年度で腰を据えた研

究が進められる環境を整備することを期待する。 

地方都市である山形県・鶴岡市を核に、研究所による研究成果等を全国各地に波及させ、新

産業の種がまかれることを期待したい。 

 

 ③ 人材育成：科学技術や地域産業を担う人材の育成に非常に大きな貢献がなされている 

 

                         
※6 がん細胞において特徴的にみられる代謝産物。がん細胞で起こる代謝酵素の変異によって蓄積する。 
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   （第５期の主な活動実績） 

    ≪研究所の実績≫ 

    ・地域の高校生等を対象とした「高校生研究助手プログラム※
7」「特別研究生制度※

8」や、

全国の高校生を対象とした「高校生バイオサミット※
9」を実施し、高校生を研究・実験に

参加させる人材育成の取組を続けている。 

 R1 R2 R3 計 

研究助手受入者数 9 8 9 26 

特別研究生受入者数 18 12 20 50 

バイオサミット参加者数 207 264 258 729 

・鶴岡工業高等専門学校、山形大学農学部との間で締結した単位互換協定に基づき、指定

授業の単位互換を継続している。 

・先端科学技術を活用した社会課題の解決や地域社会の発展への貢献を目的に、大手企業

と包括連携協定を締結し、社会人大学院生としての受入れを継続している。 

 

地域の高校生を積極的に研究や実験に参加させる「研究助手・特別研究生制度」、また全国の

生命科学を志す高校生を対象とする「高校生バイオサミット」、大手企業と包括連携協定を締結

し、それに基づき修士課程で社会人大学院生を受け入れる取組など、若い世代がバイオを身近

に感じられる機会、興味を抱かせる人材育成の取組が継続的に実施されていることを高く評価

したい。 

一方で、長期的な教育機会やチャレンジ機会については、慶應義塾大学の在学生や卒業生と

いう限られたコミュニティのメンバーに限定されているため、今後、地域にバイオテクノロジ

ーの活用を根付かせていく観点からも、県内人材、地域産業の担い手に対して広く門戸が開か

れることを期待したい。 

                         

※7 研究所に隣接する山形県立鶴岡中央高校の生徒を「研究助手」として任用し、研究活動を体験することで科学への興味を助

長し、未来の科学者の育成へと繋げることを目的にした取組。 

※8 将来、研究者になりたいといった大きな夢を持った地元の高校生・鶴岡高専生を全面的に支援するため、「特別研究生」とし

て受け入れ、研究所の研究スタッフのアドバイスを受けながら自分で設定したテーマの研究を行ってもらう取組。 

※9 全国の高校生を対象として、生命科学の自由研究の発表とバイオサイエンスの未来像についてディスカッションを行うプロ

グラム。優秀な発表には表彰が行われる。 
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④ 地域貢献：研究所の取組が、街づくりや雇用の拡大など地域に対する波及効果をあげてお 

り、非常に大きな貢献がなされている 

    （第５期の主な活動実績） 

    ≪研究所の実績≫ 

・地域の高校生等を対象とした「高校生研究助手プログラム」「特別研究生制度」を実施し、

地域の高校生を研究・実験に参加させる人材育成の取組を続けている。【再掲】 

・国立がん研究センター・鶴岡連携研究拠点との共同研究は順調に進み、山形県・鶴岡市を

含めた四者による連携協定が２期目に入っている。 

・地域住民が疾患予防等を主体的に学び考える機会を提供する「からだ館」健康情報ステー

ションと連携し、住民が地域の医療について学び・話し合う取組を実施し、患者や住民の

声を地域医療の向上等に結び付ける機会を創出している。 

・鶴岡市民１万人以上の健康状態を長期に渡って調査し、予防と健康づくりに役立てる鶴岡

コホート・プロジェクトを実施中である。【再掲】 

≪研究所の研究成果等に伴う実績≫ 

・サイエンスパークの発展に伴い、先端研や研究所発ベンチャー、その他企業において研究

者や職員等の雇用が創出され、サイエンスパーク全体で約６７０名の雇用（令和３年度時

点）を生み出している。また、サイエンスパークへの訪問者は年間約 3,000 人を数える。 

・令和３年４月、「一般社団法人鶴岡サイエンスパーク（代表：冨田勝所長）」が設立され、

先端研や研究所発ベンチャー、国立研究機関などの構成主体間における連携の向上やサイ

エンスパーク全体のＰＲに取り組んでいる。 

・令和３年６月、一般社団法人鶴岡サイエンスパークを中心とした「鶴岡バイオコミュニ

ティ」が内閣府から「地域バイオコミュニティ」の認定を受けた。 

 

研究所が鶴岡市に設置され、国際的に先端的なバイオ研究の拠点として、山形県・鶴岡市の

ネームバリューを高め、地域活性化に寄与している。また、研究所を中心に、若い世代による

多数のベンチャー企業が生み出されたことで、大きな注目を浴び、地域のブランド価値が高ま

り、ホテルや保育施設といった新たな民間投資が集まるというサイクルが上手く回り、鶴岡サ

イエンスパークが街として育ちつつある点を高く評価する。この点において、山形県や鶴岡市、

周辺自治体に果たした貢献は非常に高い。 

また、関係機関と連携した県内企業等との共同研究の実施、地元の高校生にバイオ研究に関
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心を持たせる活動の継続は、産業振興・人材育成における地域貢献として評価できる。 

研究所及び関連企業がサイエンスパーク内で生み出した新規雇用は相当数いるが、今後、研

究所が引き続き地域に溶け込むためには、安定的な雇用の創出が必要であると思われる。 

 

⑤ 今後の研究方向：各分野において優れた成果が期待される計画となっている 

これまでの順調な進展は成功であると評価でき、引き続き進展させることが望ましい。つい

ては、研究所が得意とする研究領域について引き続き研究を深化させていくとともに、研究者

が従来の発想にとらわれず自由な問いを立て、新たな先端研究が創出されることを期待する。  

また、応用研究については、今後、民間企業に収益をもたらすような技術が生み出されるこ

とを期待する。 

 

Ⅰ 健康・医療 

メタボローム解析を基盤とする新しいバイオマーカーの実用化が期待される。成果を社会実

装するためには、臨床研究・治験が必要であり、容易ではないが、関係機関の連携のもと、そ

の体制構築を検討してほしい。また、今後、研究者から新たな研究テーマの種が継続的に生ま

れることを期待する。 

 

  Ⅱ 農業・食品 

県内企業の関心が最も高い領域であり、県内には数多くの農産物がある。よって、メタボロ

ーム解析はもちろんのこと、収穫時期や栽培方法、保存方法などによる構成成分等の変化の解

明に向けた研究を、産学連携部門の協力を得ながら、県内企業等の新商品や新技術の開発とい

った成功事例につなげていくことを期待する。また、共同開発による成功体験を得ることで、

県内企業等と研究所の研究者との相互理解がより深まっていくと考え、さらにこの分野におけ

る成果の社会実装が期待できる。 

 

Ⅲ 環境・新素材 

産業界の関心がこれからますます高まっていく領域であり、民間企業の投資と、それによる

新規性と有用性を兼ね備える素材やサービスが生まれることが期待される。具体的に、新たな

高機能構造タンパク質の研究においては、天然のクモから低分子タンパク質が持つ、強度に対

する多大な影響を発見したことやクモのタンパク質が繊維化する過程を解明したことを合成タ
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ンパク質素材に早期に取り入れて品質向上を実現してもらいたい。 

 

Ⅳ 基盤技術開発 

メタボローム解析等を通じて育成してきた人材やシステムを更に高度化し、継続的に研究開

発に取り組み、成果を出していくことを期待する。また、メタボローム解析の次となる、世界

を牽引する基盤技術の開発にも大いに期待する。 

 

（２）総合評価 ：非常に優れた取組が進められている 

令和元年度からの第５期においては、上記のとおり各項目において非常に優れた取組が進め

られていると評価できる。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、自由な研究活動の制限、学会や国際会議の中止・

延期、研究所をはじめとしたサイエンスパーク全体の訪問見学者数の減少などがあった中で、

第４期までと同様、冨田所長の強いリーダーシップにより、高い水準の研究活動、人材育成や

地域貢献などの活発な取組が継続的に展開されており、高く評価できる。また、研究所の研究

教育活動に対する、山形県と鶴岡市による20年間にわたる手厚い支援がこれらの取組に大いに

資している。 

今後は、新規性・独創性のある研究活動の継続、関係機関と連携した県内企業等との共同研

究の拡大、研究所発バイオベンチャーの事業化に向けた貢献、将来の教育や産業を担う人材の

育成等、研究教育活動の成果を踏まえた地域活性化の取組により一層尽力し、研究所として、

今後ますます発展していくことを大いに期待したい。 
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評価項目、評価の視点及び項目別の評価結果 

慶應義塾大学先端生命科学研究所の研究成果等の第５期中間評価 

 

 

評価項目 評 価 の 視 点 評 価 

１ 
研究の 

進捗状況 

○ 当初の研究目的に照らして、現時点で期待された効果をあげてい 

るか等（又はあげつつあるか） 

○ 新規性、独創性のある研究成果は得られているか（又は得られつ 

つあるか） 

○ 国や民間企業等の外部資金の獲得状況はどうか 

・研究成果の学術的な価値、独創性、応用範囲等は、相応な水準か 

・研究成果に関する自己評価は妥当か 

・未達成事項がある場合、今後、達成の見込みがあるか 

非常に大きな
進展がみられ
る 

（Ａ） 

２ 

産学官 

連携・ 

産業振興 

○ 研究所発ベンチャー企業の事業化（実用化・製品化）に向けて、 

支援・貢献が行われているか 

○ 関係機関と連携し、事業化や実用化に向けた県内企業等との共同 

研究等に積極的に取り組んでいるか 

○ 知的又は産業集積が促進されているか等（又はされつつあるか） 

○ 産学官連携など、新たな事業展開は推進されたか 

非常に優れた
連携・大きな
貢献がなされ
ている 

（Ａ） 

３ 人材育成 
○ 教育分野における科学技術を担う人材の育成や産業分野におけ 

る地域産業を担う人材の育成について貢献したか 

非常に大きな
貢献がなされ

ている 
（Ａ） 

４ 地域貢献 
○ 上記に掲げるものの他、地域振興や街づくりなど、地域への波及 

効果をあげているか等（又はあげつつあるか） 

非常に大きな
貢献がなされ
ている 

（Ａ） 

５ 
今後の 

研究方向 

○ 今後の研究方向は適切か等 

・今後の研究方向について、これまでの研究成果等を踏まえ、妥当か 

・今後の発展が期待される方向か 

優れた成果が
期待される計
画となってい
る 

（Ｂ） 

総  合 １から５の評価項目の総合評価 

非常に優れた

取組が進めら
れている 

（Ａ） 

 慶應義塾大学先端生命科学研究所「研究成果等報告書」の内容等に基づいて、下記の評価基準により評価 

 Ａ：非常に優れている   Ｂ：優れている  Ｃ：所期の成果等をあげている（標準） 

 Ｄ：改善すべき点がある（劣っている）  Ｅ：全面的に見直しすべきである（非常に劣っている） 
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（参考）研究所と研究所発ベンチャー企業等に関する主な経過 

設立までの経緯（平成10年11月～平成13年３月） 

○ 平成10年11月 庄内地域への4年制大学新設を検討する大学整備検討調整会議において、

バイオテクノロジー関連の環境科学の研究センターを整備する方針を承認

これを受け、県及び庄内地域市町村は、慶應義塾大学に研究センター設置

を要請し、同大学は設置に向け検討を開始 

○ 平成11年３月 県、庄内地域市町村及び学校法人慶應義塾は、「先端環境科学研究センター

(仮称)」の設置に関する協定を締結 

○ 平成11年６月 大学及び研究センター等の設計業者が決定、整備に着手 

○ 平成11年７月 鶴岡市で開催された「庄内地域大学シンポジウム」において、研究センター

について市民に紹介 

○ 平成11年９月 大学設立準備委員会において、慶應義塾による「先端生命科学研究センタ

ー(仮称)」の平成13年４月開設を報告 

○ 平成12年２月 先端生命科学研究センター(仮称)の起工式を実施 

○ 平成13年３月 鶴岡市で、先端生命科学研究所開設記念フォーラムを開催 

 

第１期（平成13年４月～平成18年３月） 

○ 平成13年４月 慶應義塾大学先端生命科学研究所開設（同年５月竣工） 

○ 平成14年８月 「陰イオン性化合物の分離分析方法及び装置」特許取得 

○ 平成15年７月 ヒューマン･メタボローム･テクノロジーズ㈱(HMT㈱)が起業 

○ 平成17年５月 鶴岡メタボロームキャンパス供用開始（平成18年10月整備工事完了） 

 

第２期（平成18年４月～平成23年３月） 

○ 平成18年４月 急性肝炎のバイオマーカーを発見 

○ 平成19年２月 代謝モデル構築による赤血球の酸素運搬メカニズムの予測解明 

○ 平成19年９月 Spiber㈱が起業 

○ 平成20年５月 共同研究で植物タンパク質のリン酸化部位の大量同定に成功 

○ 平成20年11月 「先端医療開発特区」に選定され、国立の研究機関と共同で新規抗がん剤

の開発を開始 

○ 平成21年４月 文部科学省の地域科学技術振興事業である「都市エリア産学官連携促進事

業」に採択され、研究所を核に、大学、県試験研究機関等が参加した産学官

連携の共同研究を実施 

○ 平成21年５月 膵臓がん細胞の代謝経路が回虫と同様か類似であることを特定 

○ 平成21年10月 「シースフロー方式のキャピラリー電気泳動－質量分析計法による陰イオ

ン性化合物の測定装置」特許取得 

○ 平成21年12月 文部科学省事業の地域産学官共同研究拠点事業に「鶴岡メタボローム産学

官共同研究拠点」が採択 

○ 平成22年６月 唾液の成分測定でがんリスクを評価する技術を開発 
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○ 平成23年３月 血液測定によって９種類の肝臓疾患及び健常者を一度に簡易診断できる方

法を開発 

○ 平成23年３月 「鶴岡メタボローム産学官共同研究拠点」供用開始 

 

第３期（平成23年４月～平成26年３月） 

○ 平成23年５月 HMT㈱がうつ病を血液検査で診断する検査技法を開発 

○ 平成23年７月 鶴岡メタボロームキャンパス拡張工事竣工 

○ 平成23年９月 県内企業と大腸がんの早期発見のための共同研究を開始 

○ 平成23年12月 文部科学省の「次世代がん研究戦略推進プロジェクト」に採択 

○ 平成23年12月 線虫から遺伝暗号の解読システムの例外を世界で初めて発見 

○ 平成24年３月 日本酒が熟成する仕組みをメタボローム解析により解明 

○ 平成24年４月 鶴岡みらい健康調査（メタボロームコホート）を開始 

○ 平成24年８月 共同研究でヒトの血液から体内時刻を調べる手法を確立 

○ 平成24年10月 「オイル産生藻」がオイルを作る仕組みを詳細に解析 

○ 平成24年11月 米国の研究所と放射線や紫外線に耐性のある細菌の耐性メカニズムの解明

のための共同研究を開始 

○ 平成25年４月 遺伝性平滑筋腫症－腎細胞がん症候群におけるがん化の仕組みを解明 

○ 平成25年10月 (独法)科学技術振興機構(JST)の「戦略的創造研究事業(CREST)」に「代謝

産物解析拠点の創成とがんの代謝に立脚した医療基盤技術開発」が採択 

○ 平成25年11月 Spiber㈱が大手自動車部品製造企業と共同で試作研究棟を新設 

○ 平成25年11月 腸内細菌が作る酪酸の免疫細胞への効果の解明が Nature誌に掲載 

○ 平成25年12月 ㈱サリバテックが起業 

○ 平成25年12月 HMT㈱が東証マザーズ市場に上場 

○ 平成26年２月 県の助成を受けた県内企業との共同研究で高機能食品が商品化 

 

第４期（平成26年４月～平成31年３月） 

○ 平成26年５月 経済産業省の「地域オープンイノベーション促進事業 大学におけるオー

プンプラットフォーム構築支援事業」に採択 

○ 平成26年６月 内閣府の「革新的研究開発推進プログラム(ImPACT)」にSpiber社が参加す

る構造タンパク質の産業化に向けたプロジェクトが採択 

○ 平成26年６月 第10回国際メタボロミクス会議を鶴岡で開催 

○ 平成26年８月 バイオサイエンスパークを開発するYAMAGATA DESIGN㈱が起業 

○ 平成26年12月 便秘症治療薬による腸内環境改善が慢性腎臓病の治療薬となる可能性を発

見 

○ 平成27年１月 がん細胞の死滅を促進する標的分子を発見 

○ 平成27年２月 HMT㈱が川崎市の病院とうつ病バイオマーカー検査受託契約締結 

○ 平成27年２月 HMT㈱が第９回日本バイオベンチャー大賞受賞 

○ 平成27年３月 ㈱メタジェンが起業 

○ 平成27年５月 一度に50個以上のDNA断片を連結する遺伝子集積法を開発 

○ 平成27年５月 Spiber㈱の本社研究棟が竣工 
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○ 平成27年６月 Spiber㈱の特許が全国発明表彰の「21世紀発明賞」受賞 

○ 平成27年７月 ㈱メタジェンが大手医薬品製造企業と腸内環境に関する共同研究契約締結 

○ 平成27年７月 高専機構研究拠点K-ARCがメタボロームキャンパス内に開設 

○ 平成27年９月 HMT㈱が大手診断機器メーカーとうつ病の血液診断特許の使用を認めるラ 

イセンス契約を締結 

○ 平成27年９月 Spiber㈱がスポーツ用品大手企業と業務提携契約締結 

○ 平成27年10月 Spiber㈱がスポーツ用品大手企業と共同開発したアウタージャケットの試

作品を発表 

○ 平成27年12月 HMT㈱が子会社「HMTバイオメディカル」を設立 

○ 平成28年１月 鶴岡工業高等専門学校と単位互換協定締結 

○ 平成28年２月 県内菓子製造企業や県内の大学等と共同研究開発した菓子商品を発表 

○ 平成28年３月 山形大学農学部、大学院農学研究科と単位互換協定締結 

○ 平成28年３月 ㈱メトセラが起業 

○ 平成28年３月 (国研)国立がん研究センターの研究連携拠点を鶴岡市に設置する方針が決

定 

○ 平成28年５月 HMT㈱が医療従事者向け専門サイトを運営する大手企業と業務提携 

○ 平成28年９月 ㈱メタジェンが大手食品メーカーと食品が腸内環境に与える影響について

共同研究を開始 

○ 平成28年９月 大手自動車メーカーがSpiber社の人工合成クモ糸素材を使用した自動車用

座席シートの試作品を発表 

○ 平成28年10月 HMT㈱がアメリカ国立老化研究所とアルツハイマー病におけるバイオマー

カー探索プロジェクトを開始 

○ 平成28年11月 HMT㈱がうつ病関連バイオマーカー測定試薬キット(β版)の提供開始 

○ 平成29年２月 県内食料品製造企業等と共同研究開発した製品を発表 

○ 平成29年４月 国立がん研究センター、慶應義塾、山形県、鶴岡市の４者が連携協定を締

結し、国立がん研究センターの研究拠点である「がんメタボロミクス研究

室」が開所 

○ 平成29年４月 米国の大学との共同研究により腸内細菌叢の成熟化が乳幼児期の腸管感染

抵抗性をもたらすことを発見 

○ 平成29年５月 HMT㈱が２箇所目の海外拠点となる欧州法人をオランダに設立 

○ 平成29年７月 ㈱MOLCUREが慶應先端研発ベンチャーとして事業活動開始 

○ 平成29年８月 大腸がんの発症に関わる代謝の仕組みを解明し原因となるがん遺伝子を特

定 

○ 平成29年９月 ㈱サリバテックが大手保険会社とがんの早期発見を目的としたリスク検査

の高度化や普及に向けた業務提携 

○ 平成29年９月 ㈱メトセラが心不全向け細胞医薬品のラットを用いた試験で高い治療効果

を確認 

○ 平成30年１月 県内食肉製品製造企業等と共同研究開発した製品を発表 

○ 平成30年３月 HMT㈱がうつ病の血液診断のための研究用試薬キットの有償提供を開始 
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○ 平成30年３月 山形県鶴岡市内からクマムシの新種を発見し研究内容を米国科学専門誌の

オンライン版で発表 

○ 平成30年３月 先端技術を活用した社会課題の解決及び地域社会への貢献に寄与すること

を目的に大手損害保険会社と包括連携協定を締結し、先端研内にビジネス

ラボを新設 

○ 平成30年４月 ライフサイエンス（生命科学）領域の新産業創造を支援する一般社団法人

と相互連携の覚書を締結 

○ 平成30年４月 細胞内の代謝物の測定感度を最大13倍、平均すると約4.4倍高められる解析

法（シースレスCE-MS）を開発 

○ 平成30年６月 大手医薬品製造企業等と難培養性腸内細菌の培養技術開発に係る共同研究

を開始 

○ 平成30年６月 ㈱サリバテックが東北経済産業局の「異分野連携新事業分野開拓計画」に 

認定 

○ 平成30年８月 先端科学技術を活用した社会課題の解決及び地域社会の発展に貢献するこ

とを目的に大手保険会社と包括連携協定を締結 

○ 平成30年９月 YAMAGATA DESIGN㈱がサイエンスパーク内に整備した宿泊滞在複合施設  

「ショウナイホテル スイデンテラス」がグランドオープン 

○ 平成30年10月 国立がん研究センター、庄内地域産業振興センターとの共同研究により、

複数の悪性胸膜中皮腫細胞株における代謝拮抗薬の感受性の違いを発見 

○ 平成30年10月 HMT㈱が中国の開発業務受託機関と業務提携 

○ 平成30年10月 ㈱メタジェンが機能性食品素材製造企業と代謝改善効果の解明に向けた共

同研究を開始 

○ 平成30年11月 YAMAGATA DESIGN㈱がサイエンスパーク内に整備した全天候型児童教育施

設「キッズドーム ソライ」がグランドオープン 

○ 平成30年11月 Spiber㈱が世界最大規模の構造タンパク質発酵生産拠点をタイ国内に建設

することを決定し、その建設・運営に向けた現地法人を設立 

○ 平成31年１月 Spiber㈱が人工構造タンパク質を原料とする、新素材を開発 

○ 平成31年２月 がん治療効果の予測と向上に役立つ指標遺伝子を発見 

 

第５期（平成31年４月～） 

○ 平成31年４月 米国の大学との共同研究により、乳がんの細胞増殖や治療薬の効果を阻害

する原因となるタンパク質を発見 

○ 平成31年４月 鶴岡メタボロームキャンパス（別棟）供用開始 

○ 令和元年５月 ミノムシの糸の強度や遺伝子配列の特性をゲノム解析で発見 

○ 令和元年５月 ㈱メタジェンが腸内環境評価サービスを医療機関・企業向けに提供開始 

○ 令和元年６月 クモ糸の種類ごとのタンパク質と関連遺伝子の配列構造を世界初で解明 

○ 令和元年６月 ㈱メタジェンが機能性素材の製造販売関連企業とオリゴ糖による腸内環境

改善効果について共同研究を開始 

○ 令和元年７月 唾液のメタボローム解析とAIで、高精度に乳がんを検出する方法を開発 
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○ 令和元年７月 ㈱サリバテックが全国の歯科医院向けにがん罹患リスク測定サービスの販

売を開始 

○ 令和元年８月 がんのエネルギー産生と配分の仕組みを解明 

○ 令和元年８月 Spiber㈱がスポーツ用品大手企業と共同開発し、構造タンパク質素材を使

用したＴシャツを発売 

○ 令和元年８月 ㈱メタジェンが神奈川県などと創薬事業に向けた共同研究を開始 

○ 令和元年11月 ㈱メタジェンが化学メーカーと食品関係の各種素材が腸内環境に与える影

響について共同研究を開始 

○ 令和元年11月 ㈱メタジェン及び㈱MOLCUREが生活習慣の改善指導を行うAIシステム開発

事業を開始 

○ 令和元年11月 ㈱メトセラが「線維芽細胞を含む心臓疾患を治療するための注射剤、およ

び線維芽細胞の製造方法」について、日本における特許を単独で取得 

○ 令和元年12月 Spiber㈱がスポーツ用品大手企業と共同開発し、構造タンパク質素材を使

用したアウトドアジャケットを発売 

○ 令和２年１月 胃切除後の患者に特徴的な腸内細菌叢や機能等、代謝物質の変化を解明 

○ 令和２年１月 HMT㈱が国立大学と軽度認知障害マーカーに関する特許出願契約を締結 

○ 令和２年１月 Spiber㈱がファッションブランドとコラボレーションし、構造タンパク質

素材を使用したＴシャツを発売 

○ 令和２年２月 ㈱メタジェンが子会社を設立し、創薬事業を開始 

○ 令和２年３月 抗がん剤の効果を飛躍的に高めるタンパク質の新たな機能を発見 

○ 令和２年３月 ㈱メタジェンが海外子会社を設立し、「腸内デザイン」事業の国際展開を

開始 

○ 令和２年４月 HMT㈱がバイオ関連企業と国立大学が手掛ける新型コロナウイルス感染症

向け予防用DNAワクチンの共同研究契約を締結 

○ 令和２年６月 細胞内のDNA塩基配列について、異なる２種類の塩基を同時に置換できるゲ

ノム編集技術を世界で初めて開発 

○ 令和２年６月 ㈱サリバテックが企業向けにがん罹患リスク測定サービスの販売を開始 

○ 令和２年６月 ㈱メトセラが医療機器メーカーと心不全向け再生医療等製品の事業化に向

けて業務提携 

○ 令和２年７月 生体内に含まれる多様なジペプチドを一斉に分析する方法を開発 

○ 令和２年７月 給餌飼料や加熱処理の違いによる鶏卵食味成分の変化を解明 

○ 令和２年９月 HMT㈱がインドにおけるメタボローム解析受託サービスの販売を開始 

○ 令和２年９月 ㈱メタジェンが大手キノコ生産・販売企業とキノコの摂取による腸内環境

への影響について共同研究を開始 

○ 令和２年10月 クモ糸の階層構造を人工的に再現することに成功 

○ 令和２年10月 ㈱サリバテックが大手保険会社とがん罹患リスク測定キットの共同実証実

験を開始 

○ 令和２年10月 ㈱メタジェンが食品卸会社と豚の腸内環境の変化が免疫機能に与える影響

について共同研究を開始 

○ 令和２年11月 腸内細菌叢の除去が睡眠の質を低下させる可能性を解明 
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○ 令和２年12月 Spiber㈱がスポーツ用品大手企業と共同開発し、構造タンパク質素材を使

用したニットウェアを発売 

○ 令和３年１月 ㈱メタジェンが大学などと新型コロナウイルス抗体保有者の腸内環境の特

徴等についての共同研究を開始 

○ 令和３年２月 (国研)科学技術振興機構(JST)の「戦略的創造研究事業(CREST)」に「１細胞

統合メタボローム解析システムの開発」など３課題が採択 

○ 令和３年３月 ㈱MOLCUREがデータ解析企業とAIを活用した創薬DX推進に向けて業務提携 

○ 令和３年４月 植物に寄生するハダニの糸を構成するシルクタンパク質の遺伝子を解明 

○ 令和３年４月 ㈱サリバテックが県内地域商社と業務提携開始 

○ 令和３年４月 (一社)鶴岡サイエンスパークが設立（代表理事：慶應先端研冨田勝所長） 

○ 令和３年５月 腸内細菌など微生物群集の状態変化を体系的に分析するデータ解析手法を

開発 

○ 令和３年５月 HMT㈱がヘルスケア市場の顧客向け統合データベース構築とデータ利活用

支援に向けて、マーケティング会社と業務提携 

○ 令和３年６月 HMT㈱が国内の大学とCOVID-19の重症病態のメカニズム解明のための共同

研究契約を締結 

○ 令和３年６月 ㈱サリバテックが鶴岡市ふるさと納税返礼品として取扱いを開始 

○ 令和３年６月 ㈱メトセラが心不全向け再生医療等製品について、慢性虚血性心不全患者

に対する治験を開始（第Ⅰ相医師主導治験） 

○ 令和３年６月 (一社)鶴岡サイエンスパークが中核となり、内閣府の「地域バイオコミュ

ニティ」に認定 

○ 令和３年７月 唾液中のがんマーカーを高速・大規模に測定する技術を開発 

○ 令和３年７月 任意の環境下でイネの遺伝子の発現量を気象情報とゲノム情報から予測す

る解析手法を開発 

○ 令和３年７月 標本を輪切りにする装置を使いながら、元の形態を3Dデータ化する手法を

開発 

○ 令和３年７月 人工クモ糸の強靭性の向上につながる新たなタンパク質を発見 

○ 令和３年７月 ㈱MOLCUREが米国の企業との共同研究により、未公表のターゲットに対す

る強力な結合能を有する抗体を作成したことを発表 

○ 令和３年７月 インセムズテクノロジーズ㈱が起業 

○ 令和３年７月 冨田所長が「第５回バイオインダストリー大賞」を受賞 

○ 令和３年９月 HMT㈱がシンガポールの企業と業務提携。バイオマーカー探索のためのマ

イクロRNA解析サービスを開始 

○ 令和３年９月 ㈱メタジェンが腸内細菌研究開発型企業と腸内環境と深部体温に関する共

同研究を開始 

○ 令和３年10月 県内鶏卵製品製造企業等と共同研究開発した製品を発表 

○ 令和３年10月 ㈱サリバテックが大手電力会社と業務提携開始 

○ 令和３年11月 細胞内で合成された代謝物の代謝経路を明らかにする手法を開発 
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（参考資料） 
 

慶應義塾大学先端生命科学研究所研究成果等の第５期中間評価会議設置要綱 

 

（趣旨） 

第１ 山形県及び鶴岡市が支援を行う慶應義塾大学先端生命科学研究所（以下「研究所」という。）

の研究教育活動において、令和元年度以降の研究所の研究成果等についての評価を行うため、

慶應義塾大学先端生命科学研究所研究成果等の第５期中間評価会議（以下「評価会議」という。）

を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２ 評価会議は、令和元年度以降における研究所の研究の成果や地域への貢献等に係る評価（以

下「第５期中間評価」という。）を行う。 

 

（組織） 

第３ 評価会議の委員は、別表のとおりとし、知事が委嘱する。 

 

（会長及び副会長） 

第４ 評価会議に会長及び副会長を置き、会長は山形県副知事が、副会長は鶴岡市副市長が、これに

あたる。 

２ 会長は、評価会議の議長となる。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長が不在等のときは、副会長がその職務を代理する。 

４ 会長及び副会長が不在等のときは、委員の互選により定めた者がその職務を代理する。 

 

（委員の任期） 

第５ 委員の任期は、委嘱承諾の日から令和４年３月31日までとする。 

 

（委員の守秘義務） 

第６ 委員は、第５期中間評価の業務に従事することにより知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 

（事務局） 

第７ 評価会議の事務は、山形県産業労働部工業戦略技術振興課及び鶴岡市企画部政策企画課にお

いて処理する。 

 

（委任） 

第８ この要綱に定めるもののほか、第５期中間評価の実施に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

附 則 

この要綱は令和３年９月７日から施行する。 
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別表 評価会議委員 

 

 

 所属・役職名 氏   名 

会 長 山形県 副知事 

副会長 鶴岡市 副市長 

委 員 

東京工業大学 名誉教授 赤 池 敏 宏 

千葉大学未来医療教育研究機構 特任教授 菅 野 純 夫 

株式会社ちとせ研究所 代表取締役 釘 宮 理 恵 

山形県 科学・技術力アドバイザー 成 澤 郁 夫 
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